
鶴
岡
市
教
育
委
員
会
主

催
の
「
国
史
跡

旧
東
田

川
郡
役
所
及
び
郡
会
議
事

堂
」
未
来
へ
つ
な
ぐ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
７
月

日
開

30

）

、

催
の
第
Ⅱ
基
調
講
演
は

小
幡
知
之
氏
（
山
形
工
科

短
期
大
学
校
学
校
長
）
で

す
。小

幡
氏
は
『
東
田
川

、
「

文
化
記
念
館
の
建
造
物
」

～
建
造
物
が
物
語
る
歴
史

～
』
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。

和
風
再
認
識
の
先
取
り

現
存
す
る
建
物
は
、
建

築
年
代
が
異
な
り
、
各
時

代
を
反
映
し
て
い
る
。

、

初
代
東
田
川
郡
役
所
は

明
治

年
に
第
６
大
区
区
「

11

務
所
」
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
を
、
郡
役
所

に
転
用
さ
れ
、
明
治

年
14

頃
に
増
築
。
洋
風
の
平
屋

建
と
推
測
。

明
治

年
４
月

日
に

19

18

消
失
し
、
２
代
目
郡
役
所

が
明
治

年
５
月

日
に

20

31

落
成
。
和
風
基
調
。

２
代
目
郡
役
所
の
棟
梁

は
、
旧
狩
川
村
役
場
庁
舎

と
類
似
し
、
ト
ラ
ス
の
採

用
な
ど
か
ら
、
高
橋
兼
吉

の
可
能
性
が
あ
る
が
、
断

定
す
る
根
拠
を
欠
く
。

創
建
当
初
の
位
置
に
そ

の
ま
ま
存
在
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
こ
の
場
所
が
経、

て
き
た
時
代
の
厚
い
層
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来

る
。全

国
的
に
旧
郡
役
所
の

数
が
減
少
し
、
現
存
し
て

い
る
の
は
全
国
で

棟
。

32

う
ち
山
形
県
５
棟
、
福
島

県
４
棟
、
兵
庫
県
４
棟
、

島
根
県
４
棟
で
、
他
県
は

１
～
２
棟
と
、
山
形
県
が

最
も
多
く
残
り
、
し
か
も。

年
代
が
早
い
も
の
が
多
い

和
風
基
調
は
現
存
６
棟

の
み
。

明
治
建
築
の
沿
革
を
た

ど
れ
ば
、
明
治

年
代
ま

10

で
は
西
洋
建
築
が
積
極
的

に
摂
取
さ
れ
た
が
、
明
治

年
代
に
日
本
建
築
が
再

20認
識
さ
れ
、
現
存
の
２
代、

目
郡
役
所
の
和
風
基
調
は

建
築
界
の
や
や
先
取
り
し

た
取
り
組
み
で
あ
る
。

全
国
的
に
は
、
旧
郡
会

議
事
堂
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ

は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
の
郡
の
制
度
を
明
確。

に
伝
え
る
貴
重
な
建
築
物

電
気
事
業
組
合
の
２
棟

、

、

は
歴
史
的
価
値
を
有
し

今
後
「
登
録
文
化
財
」
に。

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
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8月 22人 11,700円
7月 32人 26,350円

ふ
る
さ
と
賛
歌

１

鈴
木
重
雄(

八
色
木
・
昭
２
生

歳)

96

人
は
誰
に
も
故
郷
（
ふ

る
さ
と
）
が
あ
る
。
私
が

生
ま
れ
た
頃
は
、
長
男
が

家
を
継
ぎ
、
他
は
他
所
に

出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
地
元
に
働
き
場
が

な
い
の
で
、
満
州
開
拓
義

勇
軍
か
兵
隊
が
唯
一
の
就

職
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

終
戦
。
次
三
男
は
職
を
求

（

）

。

め
て
旅
東
京
に
出
た

「
田
舎
の
貧
乏
暮
ら
し
よ

り
、
旅
の
貧
乏
の
方
が
ま

し
だ
」
と
、
親
た
ち
が
言

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。今

や
東
京
は
全
人
口
の

１
割
を
超
え
て
い
る
。
旅

に
出
た
人
た
ち
は
故
郷
を

誇
り
に
し
て
暮
ら
し
て
い

る
。私

は
村
で
生
ま
れ
村
で

育
ち
、
職
場
も
町
内
で
あ

っ
た
の
で
、
全
く
井
の
中

の
蛙
人
間
で
あ
る
が
、
物、

心
つ
い
て
か
ら
九
十
余
年

余
命
幾
ば
く
も
な
い
が
、

自
分
の
体
験
し
た
こ
と
や

見
聞
き
し
た
こ
と
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
何
気
な
し
に
話

し
て
い
た
こ
と
を
、
思
い

の
ま
ま
書
い
て
み
よ
う
と

思
う
。

村
の
起
こ
り
、
行
事
な

ど
、
特
に
戦
後
の
日
本
は

急
速
に
変
わ
っ
た
。

、

私
た
ち
の
住
む
郷
土
は

自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
で

四
季
の
移
ろ
い
が
あ
り
、

そ
し
て
先
人
が
残
し
た
歴

史
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
久

し
ぶ
り
に
帰
省
し
た
友
人

は
、
村
の
家
並
み
の
変
化

や
、
近
代
化
さ
れ
た
施
設

に
驚
く
。

し
か
し
、
周
囲
の
山
々

を
眺
め
て
、
こ
こ
が
や
っ

ぱ
り
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ

と
に
納
得
す
る
。

村
の
先
人
か
ら
語
り
継

が
れ
た
こ
と
や
、
私
の
子

ど
も
の
頃
見
聞
き
し
た
こ

と
を
、
こ
れ
ま
で
も
多
く

書
い
て
き
た
が
、
ま
だ
少

々
書
き
留
め
て
み
た
い
。

し
か
し
、
老
い
も
深
ま

っ
た
。
老
い
る
こ
と
は
人

間
の
自
然
で
、
拒
む
こ
と

は
出
来
な
い
。
昔
の
友
だ

ち
は
す
で
に
、
話
を
聞
く

の
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

集
落
そ
の
も
の
も
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、
先
人

が
築
い
た
八
色
木
村
が
未

来
永
劫
に
わ
た
り
栄
え
続

け
る
こ
と
を
願
う
。（

故
国

故
国
山
水
多
清
暉

の
山
水

清

多
し
）

暉

せ
い
き

（
帰
ら

日
帰
日
帰
猶
未
帰

ん
と
い
い
、
帰
ら
ん
と
い

い
て

猶
未
だ
帰
ら
ず
）

な
お

（
一
夜

一
夜
夢
乗
皓
鶴
背

）

夢
む

皓
鶴
の
背
に
乗
り

こ
う
か
く

（
遠
く

遠
向
明
月
峰
頭
飛

明
月
に
向
か
ひ
峰
頭
を
飛

め
い
げ
つ

ほ
う
と
う

ぶ
を
）

故
郷
の
山
川
は
緑
豊
か

で
清
ら
か
な
光
の
中
に
あ

る
。
帰
ろ
う
と
思
え
ど
ま

だ
帰
っ
て
い
な
い
。
あ
る

夜
夢
に
白
い
鶴
の
背
に
乗

っ
て
、
一
路
ふ
る
さ
と
の

山
へ
向
か
っ
て
飛
ん
で
い

土
屋
竹
雨
「
望
郷
の

る
（。

ち
く
う

詩
」
か
ら
）

鶴岡公園内の土屋竹雨顕彰詩碑

時
代
の
厚
い
層
を
肌
で
感
じ
る

国
史
跡

建
造
物
が
物
語
る
歴
史

第
Ⅱ
基
調
講
演
の
小
幡
知
之

氏
（
山
形
工
科
短
期
大
学
校

学
校
長
）



、

山
形
県
教
育
委
員
会
は

２
０
２
３
年
度
か
ら｢
新
採

教
員
に
１
人
で
担
任
を
持

た
せ
な
い｣

体
制
を
開
始
し

ま
し
た
。

県
内
の
小
学
校
に
配
属

さ
れ
る
大
卒
の
新
規
採
用

教
員
は
、
教
科
担
任
兼
副、

担
任
と
し
て
配
置
す
る
か

学
級
担
任
を
受
け
持
つ
場

合
に
は
支
援
員
を
付
け
る

こ
と
と
し
、
単
独
で
担
任、

を
受
け
持
た
な
い
こ
と
で

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

背
景
に
は
「
ブ
ラ
ッ
ク

、

職
場
」
と
言
わ
れ
る
学
校

現
場
と
、
学
生
の
「
教
職

離
れ
」
が
あ
り
ま
す
。

教
員
採
用
倍
率
が
低
下

学
校
現
場
は
「
過
労
死

、

ラ
イ
ン
」
の
月

時
間
を

80

超
え
る
教
員
が
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

県
の
採
用
５
年
目
ま
で

の
若
手
教
員
の
退
職
者
数

は
、

年
度
の

人
か
ら

17

13

年
度
は

人
と
２
倍
以

21

30

上
増
加
し
、
中
で
も
精
神

疾
患
を
理
由
と
し
た
退
職

は

年
度
７
人
、

年
度

20

21

７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
の
教
員

の
採
用
倍
率
は

年
の
７

13

・
２
倍
か
ら

年
度
に
は

22

２
・
５
倍
に
低
下
し
、
特

に
小
学
校
は
５
・
２
倍
か

ら
１
・
５
倍
に
ま
で
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

新
採
教
員
の
自
殺

山
形
県
の
６
月
県
議
会

予
算
特
別
委
員
会
で
、
伊

藤
重
成
議
員
（
自
民
・
舟

形
）
が
、
最
上
地
方
で
昨

年
、
新
採
教
員
の
自
殺
が

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

希
望
を
持
っ
て
教
職
に

就
い
た
青
年
の
夢
を
奪
っ

た
学
校
現
場
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

新
庄
市
の
比
較
的
大
き、

な
小
学
校
の
３
年
担
任
で

市
教
委
は
病
死
と
し
て
自

殺
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

「
小
中
一
貫
」
は

教
師
の
長
時
間
労
働
問

題
で
「
働
き
方
改
革
」
の

、

た
め
に
、
文
科
省
は
２
０

１
５
年
度
か
ら
学
校
の
取
「

組
調
査
報
告
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
正
規
の
教
員

が
不
足
の
ま
ま
、
業
務
は

減
ら
ず
、
仕
事
は
家
に
持

ち
込
み
、
子
ど
も
た
ち
や

教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
「
小
中
一
貫

教
育
」
は
、
学
校
現
場
に

新
た
な
リ
ス
ク
と
な
ら
な

、

。

い
か
検
討
が
必
要
で
す

。

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
・
と

▲
実
は
、
こ
の
Ｊ
Ｒ
Ｅ
と

い
う
会
社
は
、
三
瀬
の
矢

引
と
加
茂
に
も
風
力
発
電

施
設
を
作
り
た
い
と
計
画

中
と
の
事
。
先
日
、
加
茂

に
市
長
な
ど
が
出
向
き
、

地
元
の
意
見
を
聞
く
会
を

。

、

開
い
た
と
の
事
そ
れ
は

風
車
を
誘
致
し
た
い
住
民

が
調
査
継
続
を
求
め
た
請

願
が
市
議
会
を
通
っ
た
の

で
、
会
社
に
中
止
を
申
し

入
れ
た
市
の
説
明
の
為
。

、

、

▲
市
長
は
加
茂
の
東
側

山
の
頂
に
風
車
を
立
て
れ

ば
、
そ
れ
を
越
え
た
と
こ

ろ
に
あ
る
大
山
の
上
池
・

下
池
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

の
指
定
し
た
野
鳥
の
飛
来

地
で
あ
る
事
を
理
由
に
、

風
車
建
設
は
認
め
な
い
と

い
う
も
の
。
だ
か
ら
調
査

は
不
要
の
立
場
な
の
だ
。

▲
市
長
か
ら
す
れ
ば
、
八

森
山
で
ク
マ
タ
カ
が
風
車

に
ぶ
っ
つ
か
っ
た
と
な
れ

ば
、
心
配
が
的
中
と
い
う

処
。
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク

を
早
く
知
っ
て
い
れ
ば
、

加
茂
の
方
々
も
納
得
し
た

の
か
も
（
石
川
）

。

品
。）「

旧
第
五
十
九
銀
行
本

店
本
館
〔
青
森
銀
行
記
念

館

重
文

弘
前
市

旧

〕（

）」

（

製
品
の
み
。）

旧
沼
田
貯
蓄
銀
行
県

「

（

指
定
重
文
」
沼
田
市
（
旧

）

製
品
。）

「

（

）」

旧
林
家
住
宅
重
文

岡
谷
市
（
旧
製
品
・
復
元

品
。）写

真
右
は
住
宅
の
内
部

写
真
で
あ
る
が
、
畳
敷
以

外
の
三
方
は
全
て
金
唐
革

紙
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

林
家
は
生
糸
生
産
で
財

を
な
し
た
。

東
田
川
史
跡
物
語

東
田
川
史
跡
と
私
ー
金
唐
革
紙

き
（

青
山

崇

ん
か
ら
か
わ
し
）
②

定
保
存
技
術
者
と
し
て
金

唐
革
紙
を
復
元
、
製
作
し

た
。ま

た
全
国
各
地
で
展
示。

会
を
開
き
普
及
に
努
め
た

彼
ら
年
齢
的
に
後
藤
が

中
心
）
に
よ
っ
て
輝
き
を

増
し
た
作
品
は

件
ほ
ど

10

で
あ
る
が
。
明
治
か
ら
昭

和
初
期
の
も
の
を
（
旧
製

品
、
平
成
以
降
製
作
復
元

）（

）

。

は
復
元
品
と
注
釈
し

。

次
の
も
の
を
上
げ
て
お
く

「
旧
鎮
守
府
長
官
官
舎

（
重
文
」
呉
市
（
旧
製

）

品
・
復
元
品
。）

「

（

）」

孫
文
記
念
館
重
文

神
戸
市
（
旧
製
品
・
復
元

さ
ら
に
日
本
画
家
・
後

藤
仁
（
１
９
６
８
年
生
：

写
真
右
）
が
加
わ
り
、
平

成
以
降
、
金
唐
革
紙
国
選

ク
マ
タ
カ
の
死

希
少
な
猛
禽
類
で
あ
る

ク
マ
タ
カ
の
死
骸
が
、
八

森
山
に
あ
る
風
力
発
電
施、

設
付
近
で
見
つ
か
っ
た
と

８
月
３
日
の
山
新
に
出
て

い
た
。
見
つ
け
た
の
は
６、

月

日
だ
と
い
う
の
だ
が

24
市
へ
の
報
告
は
７
月

日
28

と
一
ヶ
月
も
過
ぎ
て
か
ら

な
の
だ
と
い
う
。
何
で
こ

ん
な
に
も
時
間
を
要
し
た

の
か
不
思
議
だ
が
？

▲
八
森
山
に
は
、
高
さ
１

４
０
ｍ
の
風
車
５
基
が
一

昨
年
の

月
か
ら
稼
働
し

11

て
い
る
と
い
う
が
、
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ク
マ
タ
カ
が
近
く
で
営

巣
し
て
い
る
の
を
知
り
な

が
ら
、
何
故
風
車
は
建
設

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
風

車
を
整
備
し
た
Ｊ
Ｒ
Ｅ
と

い
う
東
京
の
会
社
は
、
ク

マ
タ
カ
の
営
巣
を
知
っ
て

い
た
か
ら
、
ブ
レ
ー
ド
の

一
部
を
赤
く
塗
っ
た
と
新

聞
に
は
出
て
い
た
の
だ
か

ら
、
地
元
住
民
と
の
説
明

で
は
、
ど
ん
な
話
に
な
っ

県
教
委
が｢

新
採
教
員
に
１
人

で
担
任
を
持
た
せ
な
い｣

体
制

上
田
尚
（
た
か
し
：
写

）
、

、

真
左
は
１
９
３
４
年

京
都
市
生
、
金
唐
紙
研
究

、

。

所
を
設
立
代
表
と
な
る

金唐紙研究所を設立した上田尚 日本画家・後藤仁

1985年 旧日本郵船小樽支店金

唐革紙、数枚復元製作（1枚の

大きさ・約90×180㎝

「旧林家住宅（重文 」岡谷市（旧製品・復元品））


